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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ニット製品のデザインをオペレータが入力するための入力手段と、オペレータにより入
力されたデータをニット製品のデザインデータに変換するための入力処理部と、デザイン
データのメモリと、デザインデータを編目の配置と接続関係を表すように表示するカラー
モニタとを備えたニットデザイン装置であって、
　前記デザインデータ中の、引き返し編み、編目の回し込み、ダーツ（減らし目に伴う編
目の無い位置）、増目、及びＣ編みの少なくともいずれかを表すデータを機能性データと
して、
　編目のウェール及びコースの挿入及び削除が入力手段から入力されると、入力された範
囲に機能性データが含まれているかどうかを検出する検出手段を設けて、
　前記入力処理部は、入力された範囲に機能性データが含まれている際に、機能性データ
を含まないように挿入及び削除を行う位置をシフトさせることを特徴とする、ニットデザ
イン装置。
【請求項２】
　デザイン対象のニット製品が前後の編地を含む際に、前後一方の編地に対してオペレー
タがウェール及びコースの挿入及び削除を入力した際に、
　前後他方の編地での向き合った位置に有る第２の入力範囲にも、ウェール及びコースの
挿入及び削除が入力されたものとして、前記検出手段により第２の入力範囲に機能性デー
タが含まれているかどうかを検出し、前記入力処理部は、第２の入力範囲に機能性データ
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が含まれている際に、機能性データを含まないように挿入及び削除を行う位置をシフトさ
せることを特徴とする、請求項１のニットデザイン装置。
【請求項３】
　前記入力処理部により、挿入及び削除を行う位置を、オペレータがカラーモニタに表示
された編目の配置と接続関係の表示に対し直接入力することと、ニット製品内の部位を指
定することにより入力することとが、自在にされていることを特徴とする、請求項１また
は２のニットデザイン装置。
【請求項４】
　挿入及び削除を行う位置を部位の指定により入力する場合に、前記入力処理部は、編目
のウェール及びコースの挿入及び削除を行ったデザインデータを、挿入及び削除を行う位
置を異ならせて複数個、カラーモニタに表示し、オペレータが選択した挿入及び削除を行
う位置に基づいて、デザインデータを上書きすることを特徴とする、請求項３のニットデ
ザイン装置。
【請求項５】
　部位の中心で挿入及び削除を行うか、部位の端で挿入及び削除を行うかが、オペレータ
により指定自在にされていることを特徴とする、請求項４のニットデザイン装置。
【請求項６】
　ウェールの挿入位置の指定では、挿入位置の左右いずれの側のウェールをコピーするか
を指定でき、
　前記入力処理部は、コピーするウェールが編地の外形ラインに達すると、コピーする方
向を反転し、かつコピーするウェールの範囲に機能性データが含まれていると、機能性デ
ータをパスするようにウェールをコピーすることを特徴とする、請求項１～５のいずれか
のニットデザイン装置。　
【請求項７】
　オペレータがニット製品のデザインを入力すると入力手段により受け付けて、入力処理
部によりニット製品のデザインデータに変換し、デザインデータをメモリに記憶すると共
に、デザインデータを編目の配置と接続関係としてカラーモニタに表示するニットデザイ
ン方法であって、
　前記デザインデータ中の、引き返し編み、編目の回し込み、ダーツ（減らし目に伴う編
目の無い位置）、増目、及びＣ編みの少なくともいずれかを表すデータを機能性データと
して、
　編目のウェール及びコースの挿入及び削除が入力手段から入力されると、入力された範
囲に機能性データが含まれているかどうかを検出手段により検出するステップと、
　入力された範囲に機能性データが含まれている際に、機能性データを含まないように挿
入及び削除を行う位置を入力処理部によりシフトさせるステップ、とを実行することを特
徴とする、ニットデザイン方法。　
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は手袋等のニット製品のデザインに関する。
【背景技術】
【０００２】
　出願人は、コンピュータの画面上でニット製品をデザインするニットデザイン装置を製
造している。ニットデザイン装置では、編目の配置と編目間の接続関係をカラーコードな
どで画面上に表示し、オペレータが画面上でニット製品のデザインを編集する（特許文献
１）。ニット製品に増目、減らし目等が有ると、丈方向の編目の列であるウェールは増目
あるいは減らし目の位置で向きが変わる。これをそのまま表示するとウェールが曲がって
表示されるため、ウェールを真っ直ぐに表示し、減らし目等で生じる隙間を”ダーツカラ
ー”で表示する。ダーツカラーは、編目が存在せず、左右両側の編目が互いに接続される
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ことと、ダーツの右の編目を左に寄せるか、左の編目を右に寄せるかを指定する。同様に
、引き返し編み、編目の回し込み、筒状編地内のＣ編み等の編成を行う個所でも、これら
の処理の種類毎の表示をカラーコード等で表示する。
【０００３】
　デザインの途中でウェールを挿入あるいは削除することがある。例えばウェールを挿入
するラインを作業者が指定し、指定されたラインに指定された個数のウェールを挿入する
。ここで、ダーツカラー等が割り当てられているエリアを通過するように、挿入ラインが
指定されると、ニット製品のデザインが崩れてしまう。挿入するウェールとして、挿入ラ
インの周囲のウェールをコピーするのが自然であるが、ダーツカラーが割り当てられたウ
ェールがコピーされると、オペレータの意図よりも少ない数のウェールが挿入される。ま
た不用意に引き返し編み、回し込み、Ｃ編み等が指定された編目がコピーされると、デザ
インが崩れてしまう。そこでウェールの挿入等を行う位置を注意深く確認する必要がある
。このような問題はウェールの挿入に限らず、ウェールの削除でも同様で、また編幅方向
の編目の列であるコースを挿入、削除する場合も同様である。さらに筒状のニット製品の
場合、製品の片面に対してウェールの挿入削除等の処理を行うと、反対面の対応個所でも
同様にウェールの挿入削除等を行う必要がある。ニット製品の両面の各々について、ウェ
ールの挿入削除等に適した位置を探すのは面倒である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許2916990
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この発明の課題は、ウェールの挿入及び削除に際して、ニット製品のデザインが崩れな
いように、自動的に挿入及び削除する位置を定めることにより、ニット製品のデザインの
編集を容易にすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は、ニット製品のデザインをオペレータが入力するための入力手段と、オペレ
ータにより入力されたデータをニット製品のデザインデータに変換するための入力処理部
と、デザインデータのメモリと、デザインデータを編目の配置と接続関係を表すように表
示するカラーモニタとを備えたニットデザイン装置であって、
　前記デザインデータ中の、引き返し編み、編目の回し込み、ダーツ（減らし目に伴う編
目の無い位置）、増目、及びＣ編みの少なくともいずれかを表すデータを機能性データと
して、
　編目のウェール及びコースの挿入及び削除が入力手段から入力されると、入力された範
囲に機能性データが含まれているかどうかを検出する検出手段を設けて、
　前記入力処理部は、入力された範囲に機能性データが含まれている際に、機能性データ
を含まないように挿入及び削除を行う位置をシフトさせることを特徴とする。
【０００７】
　この発明はまた、オペレータがニット製品のデザインを入力すると入力手段により受け
付けて、入力処理部によりニット製品のデザインデータに変換し、デザインデータをメモ
リに記憶すると共に、デザインデータを編目の配置と接続関係としてカラーモニタに表示
するニットデザイン方法であって、
　前記デザインデータ中の、引き返し編み、編目の回し込み、ダーツ（減らし目に伴う編
目の無い位置）、増目、及びＣ編みの少なくともいずれかを表すデータを機能性データと
して、
　編目のウェール及びコースの挿入及び削除が入力手段から入力されると、入力された範
囲に機能性データが含まれているかどうかを検出手段により検出するステップと、
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　入力された範囲に機能性データが含まれている際に、機能性データを含まないように挿
入及び削除を行う位置を入力処理部によりシフトさせるステップ、とを実行することを特
徴とする。
【０００８】
　この発明では、入力された範囲に機能性データが含まれているか否かを検出手段により
検出し、含まれている際に、挿入及び削除を行う位置を入力処理部によりシフトさせる。
このため、ウェール及びコースの挿入と削除により編地の組織が崩れることが無く、また
ウェール及びコースの挿入と削除とをオペレータが簡単に入力できる。
【０００９】
　好ましくは、デザイン対象のニット製品が前後の編地を含む際に、前後一方の編地に対
してオペレータがウェール及びコースの挿入及び削除を入力した際に、前後他方の編地で
の向き合った位置に有る第２の入力範囲にも、ウェール及びコースの挿入及び削除が入力
されたものとして、前記検出手段により第２の入力範囲に機能性データが含まれているか
どうかを検出し、前記入力処理部は、第２の入力範囲に機能性データが含まれている際に
、機能性データを含まないように挿入及び削除を行う位置をシフトさせる。このようにす
ると、前後一方の編地に対して挿入及び削除を入力した際に、前後他方の編地の向き合っ
た位置にも挿入と削除を行うことができる。そして前後他方の編地でも機能性データを避
けるように、挿入及び削除を行う位置をシフトできる。
【００１０】
　好ましくは、前記入力処理部により、挿入及び削除を行う位置を、オペレータがカラー
モニタに表示された編目の配置と接続関係の表示に対し直接入力することと、ニット製品
内の部位を指定することにより入力することとが、自在にされている。このようにすると
、入力の自由度が増し、特定の位置で挿入及び削除を行うことが重要な場合は、直接その
位置を入力できる。また指定した部位で挿入及び削除を行うことが重要な場合は、部位の
指定により検出手段と入力処理部とにより適切な位置を選択して、挿入及び削除ができる
。さらに部位の中心で挿入及び削除を行うか、部位の端で挿入及び削除を行うかが、オペ
レータにより指定自在にすると、機能性データが集中しやすい端を避けて中心で挿入と削
除とを行うか、編地の柄が集中しやすい中心を避けて端で挿入と削除とを行うかを選択で
きる。
【００１１】
　好ましくは、挿入及び削除を行う位置を部位の指定により入力する場合に、前記入力処
理部は、編目のウェール及びコースの挿入及び削除を行ったデザインデータを、挿入及び
削除を行う位置を異ならせて複数個、カラーモニタに表示し、オペレータが選択した挿入
及び削除を行う位置に基づいて、デザインデータを上書きする。このようにすると、挿入
及び削除を行う位置として適切な位置を選択できる。
【００１２】
　好ましくは、ウェールの挿入位置の指定では、挿入位置の左右いずれの側のウェールを
コピーするかを指定でき、前記入力処理部は、コピーするウェールが編地の外形ラインに
達すると、コピーする方向を反転し、かつコピーするウェールの範囲に機能性データが含
まれていると、機能性データをパスするようにウェールをコピーする。このようにすると
、編地の外形ラインを越えるようにコピー範囲が指定されたときでも、エラーとせずにコ
ピーできる。また指定されたコピー範囲内に機能性データが有る時でも、機能性データと
重ならないようにコピーできる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施例のニットデザイン装置のブロック図
【図２】実施例でのウェールの挿入削除方法を示すフローチャート
【図３】手袋の甲側のデザイン画面を示す図
【図４】手袋の掌側のデザイン画面を示す図
【図５】機能性データと干渉するようにウェールの挿入ラインとコピー範囲とが指定され
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た際の処理を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、発明を実施するための最適実施例を示す。この発明の範囲は、特許請求の範囲
の記載に、周知技術による変更の可能性を加味して解釈されるべきである。
【実施例】
【００１５】
　図１～図５に実施例を示す。各図において、２はニットデザイン装置、略してデザイン
装置で、デザイン装置２はコンピュータから成り、４はバス、６はカラーモニタ、８はカ
ラープリンタである。１０はネットワークインターフェース、１２は外部メモリドライブ
、１４はキーボード、１６はペンで、マウス、ジョイスチック、トラックボール等でも良
い。ネットワークインターフェース１０～ペン１６から、オペレータはニット製品のデザ
インを入力し、入力したデザインデータを表す画像、即ちデザイン画像をカラーモニタ６
に表示し、ネットワークインターフェース１０，外部メモリドライブ１２等からデザイン
データを出力する。
【００１６】
　１８はＣＰＵ、２０は入力処理部で、オペレータの入力を処理することにより、ニット
製品のデザインデータに変換する。入力処理部２０は、デザインデータを例えばカラーコ
ード、糸の接続関係と編目の種類を表す糸筋データ等に変換し、メモリ２６に記憶する。
カラーコード表示のデザインデータ、以下カラーコードのデータは、例えばニット製品の
外形をコース方向とウェール方向の目数で表現する。また機能性データとは、引き返し編
み、編目の回し込み、ダーツ（減らし目に伴う編目の無い位置）、増目、Ｃ編みを表すデ
ータである。カラーコードのデータは、これ以外に、表目、裏目等の編目の種類、及びヤ
ーンキャリアの割り当て（配色）等のデータを含んでいても良い。カラーコードのデータ
は少なくとも、編目の配置と接続関係、及びダーツ、増目、引き返し編み等の機能性デー
タを含んでおり、これによりニット製品の形状と組織とを特定する。またカラーコードの
データは例えば画像データとしてメモリ２６に記憶する。
【００１７】
　入力処理部２０に付属して、機能性データ検出部２２とプレビュー処理部２４が設けら
れ、機能性データ検出部２２はデザインデータ中の機能性データを検出し、プレビュー処
理部はオペレータの入力に従って編集したニット製品のデザインデータのプレビュー画像
を作成し、カラーモニタ６に表示する。２８は変換部で、デザインデータをニット製品の
編成データに変換する。
【００１８】
　機能性データの例を説明する。ニット製品の立体的な形状を整えるため、引き返し編み
が行われることがあり、引き返し編みが行われる個所に、機能性データとして特定のカラ
ーコードが割り当てられる。減らし目等によりウェール数が減ると、減らしたウェールを
”ダーツ”として、機能性データとして特定のカラーコードが割り当てられる。”ダーツ
”のカラーコードは、編目が無い個所であることと、ダーツの右側を左に寄せるのか、逆
に左側を右に寄せるのかのデータを表している。実施例では、筒状のニット製品である手
袋のデザインを例とし、手袋では手首にＣ編みによるスリットを設けることがある。Ｃ編
みの個所には、筒状の編成ではなく、編地が切れていることを意味するカラーコードが割
り当てられる。この他にも機能性データのカラーコードを設けても良い。
【００１９】
　オペレータはニット製品のデザインデータを入力し、次いでデザインデータを編集する
過程で、ウェールの挿入あるいは削除、コースの挿入あるいは削除を行うことがある。以
下に、ウェールの挿入，削除に付いて説明するが、コースの挿入，削除も同様に処理する
ことができる。
【００２０】
　図２のステップ１のように、ウェールを挿入するラインあるいは削除範囲を指定し、挿
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入の場合、挿入するウェール数も指定し、どのウェールをコピーするのかを指定する。な
お挿入は、ウェールとウェールの間の挿入ラインに、コピーしたウェールを貼り付けるこ
とである。削除は、削除ラインの片側あるいは両側で、指定された範囲のウェールあるい
はコースを削除し、削除された範囲の両側を削除ラインの位置で接続することである。ウ
ェールの挿入、削除に関する指示は、ペン等で挿入ラインとコピーするウェールの範囲、
あるいは削除するウェールの範囲等を指定することにより、デザインデータのカラーコー
ド画面に対して直接入力しても良い。あるいはまた、中指、薬指等の部位を指定して、部
以内での位置は機能性データを含まないように入力処理部２０で決定しても良い。この入
力を「部位指定入力」と呼び、部位と部位内の位置等を詳細に指定するようにしても、部
位のみを指定して次のプレビュー画像の段階で部位内の位置を選択するようにしても良い
。部位指定入力では、挿入あるいは削除するウェール数を例えば「３ウェール」等のよう
に数値入力する。ウェールの削除の場合、削除するウェールの範囲をペン等で直接入力し
ても、あるいは「中指の中央部の３ウェール」、「中指の左端の２ウェール」等のように
部位指定入力で指定しても良い。
【００２１】
　手袋、セーター、靴下、等のように、ニット製品の多くは前後の編地から成り、前後一
方の編地に対して、ウェールあるいはコースの挿入削除が入力されると、入力処理部２０
は前後他方の編地の向かい合った位置にも、挿入削除が入力されたものとする。前編地の
デザイン画面と後編地のデザイン画面の双方を見ずに、片方のデザイン画面のみを見て挿
入削除の入力ができるので、挿入削除の入力が容易になる。
【００２２】
　図２のステップ２で、挿入ラインあるいは削除ラインに関係する機能性データ、即ちニ
ット製品の組織に関係するデータを検出する。そして挿入ラインあるいは削除ラインの両
側に機能性データが有ることを検出すると、挿入ラインあるいは削除ラインの片側にのみ
機能性データが存在するように、挿入ラインあるいは削除ラインをコース方向（ニット製
品の編幅方向）に沿ってシフトさせる。挿入ラインあるいは削除ラインとして、指の間な
どの編目の無い位置が指定されている場合も、機能性データと同様に、挿入ラインあるい
は削除ラインをシフトさせる。例えばウェールを挿入するラインあるいは削除ラインが、
ニット製品の外形からはみ出している、ダーツに含まれている、編目を回し込む個所，Ｃ
編みを行う個所等と重なっている場合にも、挿入ラインあるいは削除ラインをシフトさせ
る。
【００２３】
　ウェールの挿入及び削除に際して、機能性データが割り当てられている編目がコピー範
囲あるいは削除範囲に含まれていると、その編目を飛び越えパスするように、次のウェー
ルの編目をコピーあるいは削除する。挿入範囲及び削除範囲が編地の外形ラインに達する
と、コピーあるいは削除する方向を反転し、残りのウェールをコピーあるいは削除する（
ステップ３）。次いで、部位指定の場合、オペレータの入力に従ってデザインデータを編
集した画像（カラーコードでのデザイン画像）を、プレビュー画像としてカラーモニタ６
に、コピー及び削除する位置を異ならせて複数表示する。例えばウェールの挿入位置とし
て中指が指定された場合、中指の中央部に挿入した画像と左端に挿入した画像、及び右端
に挿入した画像を表示する（ステップ４）。オペレータが表示画像から適切な画像を選択
すると（ステップ５）、メモリ２６のデザインデータをオペレータが選択した画像に対応
する編成データで上書きする（ステップ６）。オペレータが挿入削除位置を選択できるよ
うにすることによって、柄等を避けるように挿入削除位置を決定できる。
【００２４】
　また前後一方の編地に対しウェール及びコースの挿入削除が入力された際に、ステップ
２～６を前後他方の編地に対しても同様に実行する。機能性データを回避する過程で、一
方の編地での挿入削除の位置をシフトさせた場合、他方の編地での挿入削除の位置をシフ
トさせる必要はない。
【００２５】
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　図３，図４に無地の手袋のデザインを示し、ここでは手袋は立体的な形状のものとする
。３０は手袋の甲のデザイン画像、５０は手袋の掌のデザイン画像で、いずれもカラーコ
ードでデザインが表されている。３２は引き返し編みのコードで、指先の最初のコース（
必ず存在するので、デザイン画像には表示されない）を編成した後、コード３２の位置で
は編目を形成しないことを表している。指の付け根の部分で減らし目が行われるが、指の
どのウェールが減らされたのかが分かり、ウェールが上下の直線で表示されるように、減
らされたウェールにダーツのコードを割り当てる。３４は図を基準として右詰めのダーツ
のコードで、３６は図を基準として左詰めのダーツのコードである。
【００２６】
　手袋を立体的な形状にするため、掌の親指と人差し指の付け根に、右詰めのダーツのコ
ード４４と左詰めのダーツのコード４６とが割り当てられている。さらに手首側に２目幅
のＣ編みのコード４２が割り当てられ、コード４２の中心線で左右の編地が分かれている
。
【００２７】
　上記のコード３２～４６は機能性データの例であり、コード３２～４６が割り当てられ
た部分が変更されると、手袋の外形を実現するための編成組織が変化し、多くの場合、不
自然なデザインになる。そこでウェールを挿入する場合、挿入ラインが特殊コードを割り
当てられたエリアと重ならないようにシフトさせ、コピーする範囲が特殊コードが割り当
てられている編目を含まないように、コピー範囲をシフトさせる。削除の場合、削除範囲
が特殊コードが割り当てられた編目を含まないように、削除範囲をシフトさせる。
【００２８】
　図５に、ウェールの挿入ライン等を修正する例を示す。５２はオペレータが直接入力で
入力した当初の挿入ラインで、ダーツのコード３４が割り当てられたエリアと重なってい
る。また挿入ライン５２の右側に３ウェールの挿入範囲が指定されたものとすると、この
範囲は指と指の間の編地のない部分にまで及んでいる。そこで挿入ライン５２をダーツ３
４と重なる位置で例えば右側へシフトさせ、挿入ライン５４とする。次に挿入ライン５４
から右側の３ウェールをコピー範囲とすると、指袋の部分では挿入ラインの右側には２ウ
ェールしかない。そこで挿入ライン５４の右側の２ウェールを挿入範囲５６に加え、３ウ
ェール目は指の外形ラインを越えるので、挿入範囲を探索する方向を反転し、挿入ライン
５４の左側から１ウェールを挿入範囲５６に加える。なおコースを挿入削除する場合も、
機能性データのあるコースを避けるように、挿入ラインとコピー範囲、及び削除範囲を決
定することが好ましい。指先の付近でウェール挿入ライン５６を探索する際に、引き返し
編みのコード３２が存在するので引き返し編みのコード３２をパスすると、指の外形ライ
ンを越えてしまう。そこで挿入範囲を探索する方向を反転する。　
【００２９】
　実施例では無地の手袋を示したが、組織柄、インターシャ柄、ジャカード柄等が付加さ
れている場合、組織柄、インターシャ柄及びジャカード柄が付加されている範囲を避ける
ように、挿入ラインとコピー範囲、及び削除範囲を決定することが好ましい。この場合、
部位の端側で挿入及び削除を行うと、組織柄等の柄と干渉することが少ない。実施例では
カラーコードによりデザインデータを表示した。しかし、編目の配置と接続関係とを表示
する画面をカラーコード以外の手法で表示し、ダーツ、増目、引き返し編み、編目の回し
込み、Ｃ編み等の機能性データを検出した場合に、挿入ラインとコピー範囲及び削除範囲
をシフトさせるようにすると、カラーコード以外の表示にも実施例を適用できる。
【００３０】
　実施例では、オペレータが入力したウェールの挿入及び削除の入力をデザイン装置が編
集し、ダーツ、増目、編目の回し込み、Ｃ編み、引き返し編み等を避けるようにするので
、ウェールの挿入及び削除が容易になり、しかもニット製品のデザインが崩れることがな
い。
　
【符号の説明】
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【００３１】
２　　　　　　ニットデザイン装置　
４　　　　　　バス
６　　　　　　カラーモニタ
８　　　　　　カラープリンタ
１０　　　　　ネットワークインターフェース
１２　　　　　外部メモリドライブ
１４　　　　　キーボード
１６　　　　　ペン
１８　　　　　ＣＰＵ
２０　　　　　入力処理部
２２　　　　　機能性データ検出部
２４　　　　　プレビュー処理部
２６　　　　　メモリ
２８　　　　　変換部
３０　　　　　手袋の甲のデザイン画像
３２　　　　　引き返し編みのコード
３４，４４　　右詰めのダーツのコード
３６，４６　　左詰めのダーツのコード
４２　　　　　Ｃ編みのコード
５０　　　　　手袋の掌のデザイン画像
５２　　　　　当初の挿入ライン
５４　　　　　修正後の挿入ライン
５６　　　　　コピー範囲　　

【図１】 【図２】
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【図５】
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